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広島県立文書館

平成25年（2013）4月

凡 例

1 本目録には，広島市 田原家文書を掲載した。

2 目録の各項目は以下のとおり。

請求番号 本文書群の群番号（199402）と，この項目の記号を組み合わせたものが請求記

号になる。

【例】 1 → 199402／1

表　題 資料に原表題のあるものはそのまま採り，ないものは適宜付与し〔　〕書きで

表記した。内容等で補記すべきものがあれば（　）で補った。

年　代 資料に記された作成年月日を採り，推測した場合は（　）書きで表記した。

作　成 資料に授受関係のあるものは → で結んで表記した。

形　態 資料の形態を記した。

数　量 資料の点数を記した。

3 文書の排列は請求記号順とした。

4 利用の参考のため，本文書群の概要を冒頭に付した。

広島県立文書館ホームページ http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/monjokan/

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/monjokan/


【文書群概要】

広島市
ひろしまし

　田
た

原
はら
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け

文書 （請求記号 田原家文書）

田原家及びその縁類今井家で所蔵した文書。

出　所 田原家・今井家

出所地名 田原家　広島県豊田郡椋梨村／東京市杉並区荻窪町／東京都杉並区荻窪［現在］，今井

家　広島県豊田郡船木村／広島県豊田郡本郷町船木／広島県三原市本郷町船木［現在］

分　量 19点（14冊，2通，3枚）／ データ数19件

収蔵までの経緯 平成 6年 5月 6日に原者蔵より寄贈。

年　代 大正 6年（1917）～昭和25年（1950）

歴史（履歴等） 田原喜蔵は，教員・巡査の後に県庁に入り，衛生課長となり，甲奴・山県・安佐

郡長（大正 3年）を歴任，従六位，勲六等に叙せられた。その長男の廣一
ひろいち

は広陵中学校を卒業して県

へ就職したが，退職して上京，東京の外国商社に勤務し，荻窪に住んだ。昭和17年2月から「王冠」

（帝国王冠製造所か），昭和19年 3月から造船統制会勤務者用物資購入聯合会に就職したが，同会が翌

年 3月に解散して無職となり，戦後は援助を受けず清貧な生活を送ったという。画家・歌人の津田

青楓に師事した。残した日記は娘の照子が所蔵していた。

今井勝司は豊田郡船木村の出身で，田原廣一の妹イトシの子。父は義人，寄贈者は妹。忠海中学

校を卒業，昭和17年 4月，明治大学に入学して上京，航空部に所属した。昭和18年10月，学徒出陣

のため帰郷，12月 1日に入営した。戦後帰国したが，昭和23年に行方不明になったという。

内　容 田原廣一日記（昭和18～25年） 5冊と，今井勝司日記（昭和17～18年） 2冊。今井家の写

真アルバム 3冊など。田原廣一日記は，23年以外は歌日記の形式を取る。その他「日本の皆様」と

題した米軍降伏勧告ビラ（現在行方不明）など。

検索手段 「広島県立文書館収蔵文書仮目録」

（2012. 9.25記述／西村 晃）



広島市　田原家文書（199402）

番号 表　　　題 年　代 作　　　成 形態 数量

1 〔田原廣一歌日記〕
※『随想』（昭和17.11.5，三省堂発行）に記
入。

昭和18. 1 . 1～
12.31

田原廣一 竪冊 1冊

2 〔田原廣一歌日記〕
※『一九三四年日記』（建設社発行）に記
入。

昭和19. 1 . 1～
昭和21.4.30

田原廣一 竪冊 1冊

3 〔田原廣一歌日記〕
※『一九三七年日記』（建設社発行）に記
入。

昭和21. 5 .11～
昭和22.12.31

田原廣一 竪冊 1冊

4 〔田原廣一日記〕
※『昭和十六年朝日日記』（昭和15.9.30，
朝日新聞社発行）に記入。

昭和23. 1 . 1～
12. 5

田原廣一 竪冊 1冊

5 〔田原廣一歌日記〕
※『文学ノート』（創作家松岡譲先生御推奨
品）に記入。

昭和24. 1 . 1～
12.25，

昭和25. 5 . 1～
6 .22

田原廣一 竪冊 1冊

6 九州旅行通信（広陵中学校九州修学旅行
隊通信　第一信～第十信）
※芸備日々新聞記載投稿文を切り抜き，表紙を付けて製本したもの。

大正 6 .初夏 田原廣一 冊 1冊

7 田原喜蔵葉書（観月有感） 大正. 6 . 6 .27 父ヨリ→広島市段原町千四十
四番地田原廣一殿

葉書 1通

8 日記帳（夏休み）　大正九年度 大正 9 . 7 .21～
8 .30

第二学年ろ組田原ゆり子 竪冊 1冊

9 スックッチブック（人物スケッチ）
※スケッチブック，鉛筆画。

　 東京府立第五高等女学校田原
躱霞湖

冊 1冊

10 卒業記念（田原イトシ卒業記念アルバム）
※ほ組に田原イトシの写真あり。

大正 6 . 3 . 私立山中高等女学校 横冊 1冊

11 〔今井勝司日記〕
※『新学生日記』（昭和16.10.31，三省堂発
行）に記入，扉に「姓名　今井勝司，自
宅　東京市芝区白金三光町，学校　明
治大学」と記入。

昭和17. 1 . 1～
12.30

今井勝司 竪冊 1冊

12 〔今井勝司日記〕
※『その日その日』（昭和17.12.5，寶文館
発行）に記入。

昭和18. 1 . 1～
11.30

今井勝司 竪冊 1冊

13 ALBUM（今井家写真アルバム） 　 　 横冊 1冊

14 〔今井家写真アルバム〕
※「K.ITOYA. STATIONER DINZA」の商標あり。

　 　 折本 1冊

15 〔今井家写真アルバム〕 　 　 折本 1冊

16 仮領収書（日本読書新聞代第461号ヨリ概
算一ヶ年分）
※金200円

昭和23. 9 .24 日本読書新聞（文京区）→田原
広一殿

一紙 1通

17 入場券（全日本野球選手権仕合内野席入場
券）
※大洋対名古屋，巨人対南海。

　 日本野球連盟 一紙 1枚

18 〔16日から31日までメモ〕 　 （田原廣一） 一紙 1枚

19 日本の皆様（米軍降伏勧告ビラ） 昭和20. 8 .14 　 一紙 1枚
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